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活動内容と成果

（1）ショーファーシステムの利用ニーズ
の調査
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（2）各種法規制上の問題・課題の抽出
（有識者ヒアリング）
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愛知県で豊田市に次いで2番目に広い新城市。市域の84%が三河山間部を形成する豊かな緑に覆われています。
バス便は週3日、1日4本程度。山あいにある地区では、自家用車がないと生活が成り立ちません。

地域・コミュニティ活動助成

NPO法人しんしろドリーム荘　愛知県新城市
地域での安住を支えるショーファー（お抱え運転）システムの社会実験

団体設立経緯
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活動に至った理由や背景
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地区の眺望

ショーファー事務所が入居する建物
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●特定非営利活動法人しんしろドリーム荘
設立年月  2005年4月法人化 
メンバー数 34人
代表者名  山本 拓哉（やまもと・たくや）
住　所　  〒441-1352　愛知県新城市平井字若杉1-3  
  コーポテラ1階東
電話/ファクス　 0536-22-0802　
Eメール　 info@dreamso.jp
ウェブサイト　  http://dreamso.jp/
【団体のミッション】私たちは、地域の実情を調査分析し課題を
掘り起し、市民力を結集して解決を図ることで、小さな一歩で
も地域振興の確実な成果を上げることを使命としています。地
域に必要とされ、信頼されるNPO活動を目指しています。

ショーファーサポートの利用者。文化会館までの送り迎えです。
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課題と解決方法
（1）普及体制の確立
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活動エリア
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（2）ショーファーの育成
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（3）法規制の順守
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今後の予定
（1）ショーファーの人財育成
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（2）利用者の拡大
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（3）高齢者の相談者に普及
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公募チラシ
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（3）ショーファーシステムの設計、試行、
検証
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（4）ショーファーシステムの実用化
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（5）協力者の拡大
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聞き取り調査の様子 スーパーのイートインスペースで憩いの時間

理解を得るための説明活動。左の写真は作手地区、右は鳳来地区。


